
若者と地域との協創推進事業（伊賀市）活動記録 

 

１ 日時 

平成 30 年 8 月 26 日（日） 10:00 ～ 16:00 

 

２ 場所 

伊賀市阿保地区（阿保地区市民センター分館、伊賀市立青山小学校） 

 

３ 参加者 

学生 6 名 

（三重大学 1 名、皇学館大学 3 名、奈良県立大学 1 名、立命館大学 1 名） 

阿保地区住民自治協議会 会長・副会長ほか役員、関係者等 

 

４ 活動内容等 

平成 30 年 8 月 26 日（日）、伊賀市阿保地

区における第 2 回活動を実施した。 

阿保地区市民センター分館に集合し、当日

の活動についてのオリエンテーションの後、

午前中は地元の竹を使った器づくりを行った。 

地元の大村神社から分けてもらった竹を電

動のこぎりやなたで加工し、切り口等を紙や

すりで滑らかにし、そうめんとつゆを入れる

器を各自、作製した。 

お昼には、それぞれ作製した竹製の器を使って、そうめんを食べた。 

午後からは、伊賀市立青山小学校の体育館に移動し、阿保地区住民自治協議

会健康スポーツ部会主催のカローリング大会にオープン参加し、体を動かしな

がら、地域の方々と交流を深めた。参加メンバー全員が初めてのカローリング

体験のため、十分に練習を行って、感触を確かめてから、3 名 1 チームで 2 チ

ームに分かれ、それぞれ 1 試合ずつを行った。 

その後、阿保地区市民センター分館に戻り、柿渋づくりを行った。住民自治

協議会で準備してもらった渋柿を交代で叩きつぶし、水を加えた。今後、発酵

が進むと、柿渋が出来る予定である。 

 

次回活動日は 9 月 30 日（日）とし、午前中は伊賀市担当者の案内による初瀬

街道の散策、午後は過去の初瀬街道まつりの DVD 鑑賞を通じて、初瀬街道及び

初瀬街道まつりへの理解を深める予定としている。 

オリエンテーションの様子 



  

竹を加工する参加学生 竹をやすりがけする参加学生 

  

自分で作った竹の器で昼食 カローリングの練習中 

  

カローリングの試合中 カローリングの試合中 

 

 

柿渋づくり  



 


